
能登の里海・七尾湾を学ぶ 

   － 海草アマモの役割とアマモ場の保全 － 

日時 7月21日（日）１３ ００ １５ ００

場所 のと里山里海ミュージアム レクリエーションルーム 
七尾市国分町イ部1番地 能登歴史公園（国分寺地区）内 

次 第 

１．開会あいさつ                                13:00 13:10 

２．講演 海草アマモとは・・ －七尾湾のアマモの生理生態－           13:10 13:30 

  演者 池森貴彦  石川県水産総合センター 技術開発部主任研究員 

３．講演 宇宙からアマモを探す・・ －人工衛星を活用したアマモの分布調査－    13:30 13:50 

  演者 寺内元基  公益財団法人 環日本海環境協力センター主任研究員 

４．講演 七尾湾の海洋環境・・  七尾湾の海洋環境ー浅い海の生態系と森里海連環ー  

  演者 小林志保  京都大学 フィールド科学教育研究センター助教            13:50 14:20 

５．講演 七尾湾のアマモ場回復へのとりくみ                                    14:20 14:35 

  演者 大慶則之  能登の森里海研究会 会長 

6． 意見交換                                  14:35 14:5５ 

7． 閉会あいさつ                        14:５5 15:00 

問合せ先 能登の森里海研究会 メール ok@po.incl.ne.jp    

〒926-0855  七尾市小丸山台2-105 電話 090-8701-9562 

～ 開催趣旨 ～ 

七尾湾は日本海岸で最大の内湾です。七尾湾を含む能登

の里山里海は、次世代に引き継ぐべき農林水産業地域とし

て201１年に世界農業遺産に認定されました。 

 しかし近年は、沿岸域の下水道の整備や人口減少などに

より栄養物質の流入が減少する一方で、水温の上昇、貧酸

素水の発生、海底の泥質化の進行など七尾湾の環境は大き

く変化しています。本会では、七尾湾の環境保全に重要な

役割を果たす海草アマモに注目して、その役割や最新の調

査結果を解説し、アマモ回復に向けた活動を紹介します。

主催 能登の森里海研究会   (コープいしかわ地域活動助成団体)
共催 （一社）能登里海教育研究所 (日本財団後援)


